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光触媒性能評価

研究の目的

エネルギー構造に対する考察 結論
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図１ クロム酸鉛複合酸化物の粉末X線回折パターンおよび拡散反射スペクトル．
(a) PbCrO4 (斜方晶) , (b) PbCrO4 (単斜晶), (c) Pb2CrO5 (単斜晶).

三種類の水に不溶なクロム酸鉛複合酸化物の単一相の調製に成功。
どの材料も500nmより長波長領域までの光を吸収可能であることを確認。

表１ クロム酸鉛複合酸化物による硝酸銀およびヨウ素酸ナトリウム水溶液からの
可視光照射下での酸素生成反応

液相還元法でPtを担持した単斜晶系のPbCrO4のみ高い性能が得られた。
不可逆的に消費されるAg+イオンだけでなく可逆レドックスであるIO3

-存在下でも活性あり。

図２ PbCrO4上に種々の担持法で
担持されたPtのXPSスペクトル

図３ 最適条件でのPt/PbCrO4によるNaIO3水溶液
からの酸素生成反応

酸素生成反応が光触媒的に進行していることの証明

図４ 最適条件で調製したPbCrO4による
NaIO3水溶液からの酸素生成反応の波長依存
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Pt(3 wt%)/PbCrO4: 150 mg, 
2 mM NaIO3: 300mL, 

光源: 300W Xe ランプ．

図5 X線光電子分光を用いた価電子帯の比較
図6 モットショットキープロットによる
伝導帯位置の情報

表１ XPSから見積もった価電子帯位置
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図7 価電子帯および伝統帯形成に寄与する各元素の部分状態密度 図8 想定されるエネルギー構造

・ 室温での沈澱法により調製したPt/PbCrO4が可逆レドック
スであるヨウ素酸イオンを利用した水の酸化反応に活性
を示す新材料であることを明らかにした。

・ Pt助触媒の担持法により性能が大幅に変化し、Ptをメタル
として導入した場合に高い性能が得られた。

・ XPSによる価電子帯情報、密度汎関数法による状態密度
分布計算、およびモットショットキープロットによるフラットバ
ンド測定により、今回調製したPbCrO4は伝導帯位置が-
0.3eV付近、価電子帯が2eV付近に形成される魅力的なエ
ネルギー構造を有していることがわかった。
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